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　「働き方改革」が叫ばれていますが、企業が実現する改
善と改革は〝３つの「不」（不足、不便、不満）〟から始ま
ります。その対処法が〝応急処置〟か〝前向きに踏み出す〟
かの差で、経営環境が大きく変化します。現場を巻き込み
ながら「楽しい」を実感する業務改善で、お金のかからな
い働き方改革を進めるための、仕事のやり方を見直すポイ
ントとは？

「
働
き
方
改
革
」
と

現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ

●
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
功
罪

　

政
府
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
仕
上
げ

段
階
と
し
て
「
働
き
方
改
革
」
を
打
ち

出
し
て
、
企
業
の
生
産
性
向
上
を
求
め

内
需
拡
大
の
一
つ
の
切
口
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
中
小
企
業
か
ら
見
れ
ば
、

身
近
な
こ
と
と
し
て
実
感
で
き
な
い
ケ

ー
ス
も
あ
り
、
そ
の
代
表
的
な
要
因
が
、

・
経
営
風
土
の
崩
壊

・
求
人
難
と
人
件
費
コ
ス
ト
増
大

・
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
指
定

・
非
製
造
業
と
製
造
業
の
問
題
点

な
ど
で
す
。

▶経営風土の崩壊

　同一労働同一賃金は、派遣社員や非
正規雇用でローコスト体質という現実
を打ち壊す流れであり、日本企業とし
て長年築いてきた経営風土の根底を覆
しかねない。

▶求人難と人件費コスト増大

　産業界が活発化しているが、多くの
中小企業では新卒や中途、パート、ア
ルバイトで採用・求人難が顕著。さらに、
最低賃金も毎年見直しされ、既存スタ
ッフの人件費コストも増大している。

▶ブラック企業指定

　インターネットで企業の口コミ情報
が書き込まれる時代であり、労働条件
の改善が叫ばれている。飲食チェーン
店の24時間営業が問題視されている（深
夜のワン・オペレーションなど）。

▶製造業の問題点

　製造業では、派遣社員や期間雇
用の形態で人件費を抑制していた
が、法律規制を余儀なくされてい
る。解決策として外国人労働にも
メスを入れて、多くの業種業態で
可能にしているが、風土の相違な
ので種々の問題を露呈している。

▶非製造業の問題点

　非製造業の生産性は欧米と比較
すると半分程度であり、パートや
アルバイトの時間給制で人件費を
抑えている。顕著なのはレシピの
マニュアル化を図る飲食チェーン
業界などで、その流れは他業界に
も波及している。

▶▶▶▶▶ Title of an article ▶
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●
自
主
的
近
代
化

　

中
小
企
業
家
同
友
会
理
念
の
冒
頭
に

「
自
主
的
近
代
化
と
強
靭
な
経
営
体
質

の
構
築
」
と
謳
っ
て
い
ま
す
が
、
小
さ

な
穴
の
う
ち
に
〝
自
主
的
近
代
化
〟
に

取
り
組
ん
だ
企
業
が
他
社
と
格
差
を
つ

け
て
い
ま
す
。

〜 

ネ
ジ
卸
業
界
の
事
例 

〜

「
小
さ
な
穴
」
へ
の
対
応
が

遅
れ
て
生
じ
る
悪
循
環

●
イ
ー
ジ
ー
な
経
営
感
覚

　

国
も
種
々
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す

が
、
対
策
が
急
激
な
変
化
を
求
め
て
お

ら
ず
、
ど
う
し
て
も
民
間
側
の
対
応
が

遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
人
件
費
ア
ッ
プ

や
求
人
難
も
長
ら
く
叫
ば
れ
な
が
ら
も

変
化
が
緩
慢
な
の
で
、
根
本
的
な
対
応

策
を
講
じ
る
と
い
う
展
開
に
及
び
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
現
実
に
人
が
足
り
て
い

る
の
で
、
現
状
は
僅
か
な
時
給
ア
ッ
プ

や
定
年
後
の
再
雇
用
な
ど
で
対
応
が
可

能
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

こ
の
傾
向
は
、
社
歴
の
長
い
企
業
ほ

ど
顕
著
で
す
。

　

戦
後
す
ぐ
に
創
業
し
た

　

企
業
に
歴
史
は
あ
る
が
…

　

高
度
成
長
期
に

　
「
物
さ
え
あ
れ
ば
売
れ
る
」

　
「
人
は
い
つ
で
も
採
用
で
き
る
」

　
〝
イ
ー
ジ
ー
な
経
営
感
覚
〟
で

　

資
産
を
蓄
積

　

経
営
者
も
3
代
目
・
4
代
目
に

　

彼
ら
は
創
業
時
の

　

苦
し
み
を
知
ら
な
い

　

若
い
時
期
に
高
度
成
長
や

　

バ
ブ
ル
期
を
享
受
す
る

　

よ
っ
て
…

　
「
人
」
や
「
物
」
へ
の

　

感
度
が
鈍
い

　

企
業
や
経
営
者
が
多
い

　

感
度
が
鈍
い
と
い
う
こ
と
を
船
で
例

え
る
と
、
船
底
に
「
小
さ
な
穴
」
が
開

い
て
も
取
り
あ
え
ず
応
急
処
置
で
済
ま

せ
、
根
本
的
な
修
理
は
後
回
し
に
し
て

応
急
処
置
を
繰
り
返
し
続
け
、
つ
い
に

は
「
大
き
な
穴
」
が
開
き
大
事
故
へ
と

つ
な
が
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

会
社
の
問
題
が
小
さ
な
穴
の
う
ち
な

ら
、
資
産
も
充
分
に
あ
る
の
で
、
大
き

な
改
革
に
手
を
付
け
や
す
い
の
で
す

が
、
そ
れ
が
大
き
な
穴
に
ま
で
拡
大
す

る
と
、
既
に
資
産
を
食
い
つ
ぶ
し
た
状

況
に
陥
っ
て
い
る
の
で
、
対
応
す
る
に

も
資
金
が
調
達
で
き
な
い
状
況
に
追
い

込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
手
形
割
引
で
補
う
危
険
性

　

驚
く
べ
き
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
長

期
の
右
肩
下
が
り
の
経
済
下
で
、
小
さ

な
穴
（
少
額
資
金
シ
ョ
ー
ト
）
を
〝
手

形
割
引
で
補
う
〟
こ
と
が
常
態
化
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
自
転
車

操
業
の
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。

　

緊
急
事
態
の
応
急
処
置
は
必
要
で
す

が
、
こ
の
状
態
が
頻
繁
に
出
現
し
手
形

割
引
の
ウ
エ
ー
ト
が
高
く
な
る
と
、
ほ

と
ん
ど
の
手
形
を
割
引
に
持
ち
込
み
、

さ
ら
に
窮
す
る
と
資
産
を
担
保
に
し
て

借
り
入
れ
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
借
り
た
資
金
は
投

資
で
は
な
く
、
運
転
資
金
に
回
り
、
企

業
を
上
昇
さ
せ
る
効
果
に
は
つ
な
が
り

ま
せ
ん
。

▶ ▶

▶▶

Ｓ 

社
（
成
功
事
例
）

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
着
目
し
て
自
動

化
倉
庫
と
連
動
さ
せ
た
品
揃
え
と
ボ

リ
ュ
ー
ム
に
よ
る
低
価
格
戦
略
で
業

界
を
リ
ー
ド

Ｋ 

社
（
成
功
事
例
）

　

ス
テ
ン
レ
ス
ネ
ジ
に
特
化
す
る
こ

と
で
、
収
益
性
も
高
く
法
人
長
者
番

付
の
常
連
に
な
っ
て
る

某
商
社
（
失
敗
事
例
）

　

ネ
ジ
業
界
で
も
企
業
改
革
、
つ
ま

り
自
主
的
近
代
化
に
手
を
つ
け
る
の

が
遅
れ
、
売
上
高
が
30
億
円
程
度
で

足
踏
み
し
財
務
体
質
の
蝕
み
が
露
見

し
始
め
て
い
る

・
仕
入
が
重
な
っ
て
支
払
手
形
の
振

　
り
出
し
が
多
く
な
る
状
況

・
見
込
な
ど
で
仕
入
が
膨
ら
み
売
上

　
と
連
動
せ
ず
に
在
庫
と
し
て
残
る

・
支
払
手
形
の
決
済
時
よ
り
受
取
手

　
形
が
少
な
い

▶▶
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様
を
並
べ
た
グ
ラ
フ
で
す
が
、
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
・
Ｄ
と
お
客
様
を
層
別
化
し
て
対
応

策
を
練
り
ま
す
。

　

図
2
は
、
縦
軸
を
粗
利
益
率
、
横
軸

を
売
上
と
し
て
、
４
つ
の
象
限
で
層
に

分
け
る
こ
と
で
、
お
客
様
を
確
認
で
き

ま
す
。

「
選
択
と
集
中
」
で

「
正
味
の
仕
事
」
に
専
念

　

窮
地
に
追
い
込
ま
れ
る
前
に
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
と
れ
ば
い
い
の
か
、
解

決
策
を
図
版
で
紹
介
し
ま
す
。

　

図
1
は
、
売
上
の
大
き
い
順
に
お
客カバー率　市場星取表

A
・
A
率

　商
品
星
取
表

シェア ＝ A・A率 ＋ カバー率

VIP化プログラム

D

A

B

C

重点主義

マス・プル戦略

ロングテール層

戦略効果が大きい

←低　　　粗利益率　　　高→
↑
高

　
　
　売

　上

　
　
　低
↓

A　層B　層

C　層D　層

図 1

図 2　売上と粗利益率の分布図

・Ａ層への重点戦略
・ＢとＣ層をＶＩＰ化プログラムでＡ化する戦略
・Ｄ層と呼ばれる売上の少ないお客様へのマス対応策
　基本は、上記の３つの方策になる。
　統計学者パレートは「80：20の法則」を唱えているが、現実的
には一部のお客様に集中する傾向が強く、極端な場合、僅か10％
のお客様で売上の90％を占めるケースもある。また、売上順の分
析では、隠れた原因があるので、図2と併せて確認してみる。

・Ａ層とＢ層は粗利益率が高いので採算性が合う
・Ｃ層やＤ層は粗利益率が低いので低採算性になる
　低採算性とは、梱包配送費や事務経費を加味すると赤字に
　なり兼ねない状況を意味する。
・Ｄ層には取引が浅いお客様も含まれる
　Ｄ層には取引が浅いお客様も含まれるが、その中に、将来
　性が豊かなお客様も混ざっているので注意する。

▼
▼

●
問
題
の
Ｃ
層
を
3
段
階
に
分
け
る

　

実
は
「
Ｃ
層
」
が
一
番
問
題
な
の
で

す
。
恐
ろ
し
い
こ
と
に
問
題
を
抱
え
る

企
業
は
、
Ｃ
層
の
お
客
様
が
大
多
数
を

占
め
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

Ｃ
層
は
そ
こ
そ
こ
の
売
上
が
あ
り
、

か
つ
、
客
数
も
多
い
の
で
対
応
に
苦
慮

し
ま
す
。
筆
者
は
、
こ
の
層
を
左
記
の

「
Ｃ
1
・
Ｃ
2
・
Ｃ
3
」
の
3
段
階
に

細
分
化
し
て
、
そ
れ
ぞ
の
対
応
策
を
練

っ
て
い
ま
す
。

・
Ｃ
1
：
1
案
件
当
り
の
売
上
が
多
く

粗
利
益
率
が
少
し
低
い
が
手
間
が
か

か
ら
な
い
客
層

・
Ｃ
2
：
売
上
は
多
い
が
伝
票
枚
数
も

多
く
、
し
か
も
低
粗
利
率
で
、
言
わ

ば
、
コ
ン
ビ
ニ
替
わ
り
に
利
用
さ
れ

て
手
間
が
か
か
る
客
層

・
Ｃ
3
：
売
上
は
思
う
程
も
な
く
、
さ

ら
に
粗
利
益
率
が
低
い
客
層

　

で
は
、
次
ペ
ー
シ
に
お
い
て
、
問
題

の
な
い
Ａ
層
を
除
い
た
、
各
層
の
対
応

策
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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営 業

物 流業 務

営業の使命は新規と深掘
（未経験の若手を育成）

業務は営業支援
リピート受注
発注・伝発

現場で
会話化

誰でも
できる化

情
報
共
有

物流は品質の
最終工程

見えざる支援
ブランド化

「信用」＝QCDS※＝Σ（実績）

分離する
意識改革

ローコスト・オペレーション
専門性が高い分野はアウトソーシング（経理・人事・コンピュータ）

リピート
収益

＋α収益

図 3　営業と業務及び物流を明確に区分する
●
営
業
の
個
人
商
店
化
を
防
ぐ

　

上
記
の
各
層
ご
と
の
対
応
策
を
確
認

し
た
後
に
、
左
記
の
図
3
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
こ
れ
は
、
営
業
と
業
務
及
び
物

流
の
部
門
を
、
明
確
に
区
分
し
た
も
の

で
す
。　

　

こ
の
よ
う
に
、
役
割
分
担
を
明
確
化

し
な
い
と
極
端
な
場
合
、
営
業
が
業
務

も
物
流
も
行
う
個
人
商
店
の
状
況
に
陥

り
、
業
務
は
受
け
身
の
単
な
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
入
力
係
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
リ
ピ
ー
ト

注
文
も
営
業
が
見
積
回
答
や
手
配
す
る

こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
、
Ｃ
層
や
Ｄ
層

の
お
客
様
に
も
自
分
で
配
達
と
い
う
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

ミ
ス
リ
ー
ド
は
、
ル
ー
ト
型
の
営
業
で

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
物
流
は
重
要
な
最
終
工
程

　

図
3
で
示
し
た
役
割
分
担
を
す
れ

ば
、
営
業
は
深
堀
や
新
規
に
専
念
で
き

ま
す
し
、
業
務
は
リ
ピ
ー
ト
注
文
に
対

応
し
て
手
配
ま
で
行
う
よ
う
に
な
り

「
正
味
の
仕
事
」
に
専
念
で
き
ま
す
。

　

物
流
は
、
納
品
品
質
の
最
終
工
程
で

す
が
、
Ｄ
層
や
Ｃ
層
の
お
客
様
に
対
し

て
自
社
便
や
配
送
便
を
活
用
し
、
営
業

は
Ａ
層
の
お
客
様
や
新
規
開
拓
に
対
し

て
の
み
配
送
と
す
る
こ
と
で
、
配
送
時

の
コ
ン
タ
ク
ト
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
れ
営
業
効
率
化
が
向
上
し
、
さ

ら
に
、
時
間
的
余
裕
が
生
ま
れ
ま
す
。

▶対応策：Ｄ層・Ｃ 3層

　取引ルールを徹底し、定額
を下回る場合は、別料金を提
示する。実質の値上げになり、
お客様が離れて行くと危惧さ
れるが、意外にも条件を理解
して継続取引が行われるケー
ス多々がある

▶対応策：Ｃ 2層

　日に何回も注文を頂くケー
スが多く、コンビニ感覚で利
用している。そこで、まとめ
注文をお願いする。気が付か
ずに小口注文をしているお客
様は多く、提案を素直に受け
入れてくれる

▶対応策：Ｃ 1層

　物件単位の見積、客先も複
数と競合しているなど、低粗
利率になる傾向がある。製作
物なら原価低減の工夫で、自
助努力で粗利益率を向上させ
る。受注後、仕入先に事情を
話して値引きしてもらう

▶対応策：B層

　粗利率が高いが、売上が極
端に低いケースなので、お客
様をよく見て判断する必要が
ある。A層のお客様へと移行
させたいのであれば、A層と
の比較検討から始めて、その
違いを明確にする

「Ａ層を除いた各層の対応策」

　各層の対応策を分析する
と、営業が対応すべきお客
様と、事務対応で済ますお
客様に分けられ「選択と集
中」が実施できる。
　営業は、Ａ層のお客様に
集中して深堀営業を行うの
と同時に、新規開拓に専念
する。リピート中心の注文
には、営業事務が対応する。
　そして、その他の少額客
には情報提供の仕組み（Ｆ
ＡＸやメール情報の配信な
ど）を構築して無人営業で
情報提供する。無人でも内
容がよければレスポンスは
必ずある。

※Q（品質）、C（価格）、D（納期）、S（サービス）
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図 4

も
っ
と
早
く
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「集荷をアウトソーシング」

　Ｈ社は、人件費が経営課題にな
らなかった時代に、配送を自社便
で行ない運転手を社員雇用してい
ました。しかし、人件費が高騰し
て自社便を持てなくなり、集荷業
務だけを自社便として残しまし
た。その要因は、

卸　業：在庫を豊富に抱えて仲間
　　　　にも提供する
半卸業：自社の特化した分野だけ
　　　　を在庫として、それ以外
　　　　を同業者から仕入れる

という、２つの方式に分かれたこ
とが挙げられます。
　半卸業は、不足分を仲間から購
入するので、利益率が低くなりま
すが、メインの特化した分野で利
益を稼ぎ出す構図です。仲間から

仕入たモノを集荷して自社在庫と
一緒に出荷する形式なので、集荷
便の帰社時点から最終の出荷が始
まるという宿命がありました。
　この背景から、Ｈ社では自社便
の社員運転手が高齢化して定年を
迎えたのを機に、再雇用時の給与
見直し案を出したのですが、不満
が出て退職となり、仕方なく専門
業者に派遣で来てもらいました。
ところが、なんと集荷から帰社ま
での時間が早まったのです。
　従来は、路線便を待たせる状況
だったのが、Ｈ社の集荷便の帰社
が早まって自社在庫と合わせて出
荷するのがスムーズになり、逆に、
路線便が来るのを待つように変化
したのです。これで現場も路線便
の方もムダな待ち時間が少なくな
り、さらに帰宅時間も早くなると
いう好循環になったのです。

「営業所とシステムでアウトソーシング」

　Ｍ社は、主要顧客の遠方移転で、自社便配達をす
るようになりました。毎日、高速道路を利用し納品
を繰り返していたのですが、実は運転手はＭ社の後
継者の専務が担当していたのです。時間拘束も長く、
長距離運転のリスクも大きい状況でした。
　このため、筆者は、主要顧客の近くに営業所を設
けて、まずはアルバイトスタッフが本社からの出荷
伝票で納品するように提案しました。幸い低額の倉
庫兼事務所も見つかり、主要顧客向け在庫を本社か
ら移管しました。この結果、緊急出荷依頼にも対応
できるようになり、納品品質が向上して顧客満足度
が高まり、また、専務の過重労働も解消されました。
　さらに、この主要顧客はＥＤＩ（電子データ交換）
による発注をしており、図 4のような個別ソフトを
提供しました。
　従来は事務方が、注文受注→紙でアウトプット→
品番翻訳という流れでしたが、品番翻訳のプログラ
ムの導入により、品番確認や在庫管理、品切れ発注

などをアルバイトスタッフがＰＣ操作で処理できる
ようになりました。
　完全なアウトソーシングではありませんが、アル
バイトスタッフが高い品質で日常業務をこなすよう
になり、専務は本来の対外業務に専念できるように
なったのです。
　また、強力なライバル社が出現したケースでも、
この体制で培った信用でカバーし、さらに、現地に
おける袋詰めなどの業務も勝ち取ることができ売上
も膨らんでいます。Ｍ社は、営業所の新設と専用ソ
フトの活用で、作業価値が高まり生産性の向上を実
現させました。

大手企業のEDIシステム
大手企業が該当日に落札及び
発注したデータを取り込む

このままではお客様品番で
翻訳作業が必要！

・自社品番による在庫管理
・自社品番によるピックキング
・自社品番による品切れ発注

自社業務システムへ

・誰でも
・正確
・スピーディー

自社品番
落札・発注
データ

落札・発注
データ

翻訳
プログラム
ソフト

入 札

翻訳データ


